
 
  豚コレラ発生に伴う飼養衛生管理基準の     
  再点検について！ 

  
  岐阜県で豚コレラが発生後、防疫対策の再徹底について対応いた
だいているところですが、２例目の現地調査の結果では飼養衛生管

理基準が遵守されていない事実が確認されました。豚・猪飼養農場

においては、確実に次の対策を履行され、改めて、飼養衛生管理基

準の遵守をお願いします。 

家畜保健衛生所たより 平成30年度第15号 平成30年11月21 日     

 異常をみつけた場合には、直ちに山梨県西部家畜保健衛生所まで 
 電話： 0 5 5 1 - 2 2 - 0 7 7 1  F A X ： 0 5 5 1 - 2 2 - 6 7 2 8  
 夜間・土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 6 4 - 1 0 1 8  
                  または： 0 9 0 - 5 5 6 8 - 0 8 1 7  

１）適切な衛生管理区域の設定 
  畜舎の他に飼料給与、清掃、出荷及び死亡畜管理等の一連  
 の作業に関連する農場内の敷地の全てを衛生管理区域とする  
 こと。  

２）野生動物等からの病原体の侵入防止 
  野生動物の衛生管理区域内への侵入、排せつ物の混入の  
 防止、飲用に適した水の給与、死亡畜を適切に保管すること。  

３）衛生管理区域に立ち入る車両等の消毒  
  衛生管理区域以外の区域で使用していた器具や重機等を、  
 区域内で使用する場合、病原体を持ち込む恐れがあることか  
 ら、充分な水洗と適切な消毒を実施すること。  

４）衛生管理区域専用の衣服及び靴の使用  
  衛生管理区域専用の衣服及び靴を設置し、区域内に立ち入る  
  全ての者が確実に使用すること。  

５）教育連絡等 
  畜舎内での飼養管理を行う者は出来るだけ限定し、消毒や作    
 業手順について定期的に教育・訓練を行うこと。  
６ ）適切な飼料の給与「給与する際の注意点（裏面）参照」  

 

 




